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今
後
「
刻
む
会
」
が
取
り
組
む
こ
と 

―
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
― 

長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
歴
史
に
刻
む
会 

 

代
表 
山
口
武
信 

 

先
般
の
水
没
事
故
犠
牲
者
追
悼
碑
の
除
幕
式
な
ら

び
に
七
一
周
年
追
悼
集
会
か
ら
早
や
五
か
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
節
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

い
ま
、
床
波
の
現
地
に
行
き
ま
す
と
「
強
制
連
行 

韓
国
・
朝
鮮
人
犠
牲
者
」
の
碑
と
「
日
本
人
犠
牲
者
」

の
碑
の
二
つ
の
追
悼
碑
が
建
ち
並
び
、
犠
牲
者
一
八

三
名
の
お
名
前
が
刻
ま
れ
た
銘
板
の
前
に
赤
松
の
木

片
が
二
本
置
か
れ
て
い
ま
す
。
一
本
は
海
底
坑
道
の

支
柱
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
梯
子
の
一
部
で
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
一
九
九
七
年
二
月
一
日
に
宇
部
市
宇

山
海
事
会
社
の
お
世
話
で
、
下
関
市
彦
島
の
潜
水
夫

の
方
に
海
底
坑
道
を
調
べ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
、

岸
の
ピ
ー
ヤ
の
海
面
下
二
七
ｍ
の
坑
道
か
ら
引
き
揚

げ
て
い
た
だ
い
た
木
片
で
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
保
管

し
て
い
た
も
の
を
追
悼
碑
の
場
所
に
展
示
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
場
所
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に

わ
か
る
よ
う
、
正
三
角
柱
（
縦
二
．
五
～
三
ｍ
、
横

一
ｍ
）
の
面
に
「
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
犠
牲
者 

追

悼
ひ
ろ
ば
」
と
記
し
た
看
板
や
一
九
三
三
年
当
時
の

写
真
パ
ネ
ル
等
の
取
り
付
け
を
計
画
中
で
す
。
こ
う

し
た
追
悼
碑
周
辺
の
整
備
や
拡
充
を
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

さ
ら
に
、
一
昨
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
九
月
、
加

藤
登
紀
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
際
に
発
行

し
ま
し
た
証
言
・
資
料
集
の
続
編
、
第
二
号
の
編
纂

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
も
っ
と
多
く
の

方
々
に
長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故
の
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
私
た
ち
の
運
動
に
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

他
方
、
福
岡
県
の
「
ム
グ
ン
フ
ァ
の
会
」
、
広
島
県

の
「
高
暮
ダ
ム
強
制
連
行
を
調
査
す
る
会
」
と
の
交

流
・
連
携
を
深
め
、
韓
国
の
「
日
帝
強
占
下
強
制
動

員
被
害
真
相
糾
明
委
員
会
」
が
で
き
た
こ
と
に
呼
応

し
、
二
〇
〇
六
年
に
発
足
し
た
「
強
制
動
員
真
相
究

明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
昨
年
団
体
加
入
い
た
し
ま
し

た
。
真
相
究
明
ネ
ッ
ト
の
全
国
規
模
の
研
究
集
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
情
報
交
換
や
互
い
の
連
携
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、「
刻
む
会
」
の
め
ざ
す
最
終
目
標

は
、「
追
悼
ひ
ろ
ば
」
の
目
前
に
広
が
る
海
の
底
に
放

置
さ
れ
た
ま
ま
の
犠
牲
者
の
遺
骨
等
の
収
集
を
実
現

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
七
一
周
年
の
追
悼
集
会

に
お
い
て
も
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
目
標
は
経
費
を
は
じ
め
様
々
な
面
で
、「
刻
む
会
」

の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
は
韓
国
遺
族
会
と
し
っ
か
り
手

を
携
え
な
が
ら
、
日
本
政
府
や
韓
国
政
府
は
も
と
よ

り
関
係
諸
機
関
、
諸
団
体
等
々
に
粘
り
強
い
働
き
か

け
を
行
な
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、「
刻

む
会
」
の
団
体
組
織
化
を
目
指
す
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

「
刻
む
会
」
に
集
う
皆
さ
ん
の
『
共
通
理
解
』
を
得

な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
進
め
て
ゆ
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遠
い
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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ア
ボ
ジ
（
お
父
さ
ん
）
、
ク
ナ
ボ
ジ
（
伯
父
さ
ん
）
、

六
七
年
ぶ
り
に
来
ま
し
た
！
！ 

― 
訪
ね
て
本
当
に
よ
か
っ
た 

― 

長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
歴
史
に
刻
む
会 

 

内
岡
貞
雄 

 

【
は
じ
め
に
】 

 

 

昨
年
二
〇
一
二
年
六
月
末
、
京
都
在
住
の
在
日
コ

リ
ア
ン
二
世
の
藤
井
潔
さ
ん
と
娘
の
歩
美
さ
ん
が
西

光
寺
、
現
地
の
坑
口
、「
刻
む
会
」
事
務
局
を
訪
ね
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
潔
さ
ん
の
オ
モ
ニ
（
お
母
さ
ん
、

犠
牲
者
權
道
文
さ
ん
の
娘
）
は
事
故
の
時
西
岐
波
小

の
三
年
で
、
事
故
の
後
、
担
任
の
先
生
が
自
宅
を
訪

ね
、
潔
さ
ん
の
オ
モ
ニ
と
一
緒
に
泣
い
て
く
れ
た
と

い
う
お
話
は
心
に
残
り
ま
し
た
。 

新
山
口
駅
で
お
別
れ
す
る
時
、
来
年
二
〇
一
三
年

の
七
一
周
年
追
悼
式
に
は
和
歌
山
の
伯
父
と
一
緒
に

必
ず
参
加
す
る
か
ら
と
言
っ
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
三
年
二
月
一
日
（
金
）
の
夕
刻
、
約
束
通

り
に
伯
父
の
福
井
栄
吉
さ
ん
（
權
道
文
：
ク
ォ
ン
ド

ム
ン
さ
ん
の
息
子
）
が
潔
さ
ん
ご
夫
妻
と
娘
さ
ん
の

四
人
で
来
宇
さ
れ
ま
し
た
。
薄
暗
く
な
っ
た
長
生
海

岸
を
車
で
走
り
な
が
ら
、
「
こ
こ
は
見
覚
え
が
あ
る
。

こ
こ
は
少
し
変
わ
っ
た
か
な
」
と
な
つ
か
し
さ
に
声

を
ふ
る
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
追
悼
式
・
追
悼
集
会
を

終
え
た
翌
二
月
三
日
（
月
）
、
小
一
時
間
ほ
ど
炭
鉱
跡

を
栄
吉
さ
ん
と
ご
一
緒
に
歩
き
ま
し
た
。
山
口
代
表

が
家
庭
訪
問
で
初
め
て
長
生
炭
鉱
の
炭
住
を
訪
れ
た

場
所
の
近
く
に
住
ま
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
炭
鉱
経
営

者
の
住
居
の
す
ぐ
西
に
四
棟
の
朝
鮮
人
寮
が
あ
っ
た

こ
と
、
浜
中
集
会
場
付
近
は
火
葬
場
で
あ
っ
た
こ
と
、

ピ
ー
ヤ
を
連
ね
る
海
底
坑
道
を
出
た
坑
口
辺
り
に
選

炭
場
が
あ
り
、
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
が
複
雑
に
何
本
も

走
っ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
真
う
し
ろ
に
巻
揚
機
の
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
音
を
た
て
て
動
い
て
い

た
こ
と
を
し
っ
か
り
記
憶
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

栄
吉
さ
ん
の
オ
モ
ニ
が
す
ぐ
近
く
の
選
炭
場
で
仕
事

を
し
て
い
た
の
で
、
尋
常
高
等
小
学
校
の
栄
吉
さ
ん

（
一
四
歳
ぐ
ら
い
）
は
オ
モ
ニ
に
た
び
た
び
会
い
に

行
っ
た
の
で
、
こ
の
付
近
は
よ
く
覚
え
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
。 

 

新
山
口
駅
で
栄
吉
さ
ん
た
ち
と
お
別
れ
し
ま
し
た

が
、
後
日
、
甥
の
潔
さ
ん
の
お
話
で
は
、
新
幹
線
の

中
で
長
生
炭
鉱
の
事
を
思
い
出
す
た
び
に
涙
を
出
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
栄
吉
さ
ん
か
ら
達

筆
の
お
手
紙
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
〝
福
井
栄
吉

さ
ん
の
証
言
〟
と
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

【
事
故
を
思
い
出
す
と
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
】 

 

長
生
炭
鉱
の
事
故
。
一
九
四
二
年
二
月
三
日
、
西

岐
波
尋
常
高
等
小
学
校
に
突
如
、
緊
急
事
態
発
生
。

「
長
生
炭
鉱
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
急
い
で
お
帰
り
下

さ
い
。
事
故
で
す
！
」
私
が
一
四
歳
の
時
で
し
た
。 

 

何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
ず
、
一
目
散
に
我
家
へ
我

家
へ
と
急
ぎ
走
り
進
ん
で
、
だ
ん
だ
ん
近
づ
く
に
つ

れ
て
海
の
水
面
を
見
ま
し
た
。
「
あ
れ
は
な
ん
だ
！
」

と
、
ビ
ッ
ク
リ
！
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
水
柱
が
数
ヶ
所

立
ち
上
り
、
浜
辺
で
は
大
勢
の
人
が
立
ち
座
り
、
沖

を
見
て
泣
き
叫
び
、
飛
び
上
り
、
海
を
沖
へ
と
地
面

を
叩
い
て
大
勢
の
人
が
泣
き
わ
め
き
、
ま
さ
に
こ
の

世
の
地
獄
…
。 

 

私
は
母
二
人
（
実
の
親
と
養
親
）
、
妹
を
探
し
て
、

共
に
泣
き
、
共
に
悲
し
み
共
に
労
り
合
っ
て
、
海
の

底
の
坑
内
ま
で
届
け
と
ば
か
り
沖
を
見
ま
す
と
、
水

柱
の
周
り
に
舟
が
何
か
放
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
水
柱
が
続
い
て
い

ま
す
。 

た
だ
、
涙
も
枯
れ
て
一
晩
中
泣
き
喚
く
。
あ
ち
ら

西光寺の位牌を前に福井栄吉さん 

（右から３番目） 
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で
も
こ
ち
ら
で
も
ワ
ー
ワ
ー
泣
き
叫
び
、
も
う
皆
さ

ん
半
分
気
が
お
か
し
く
な
っ
た
ご
と
く
…
。 

思
い
出
す
と
泣
け
て
、
泣
け
て
、
も
う
涙
も
出
ま

せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
水
柱
が
吹
上
げ
て
日
も
暮
れ
炭

鉱
の
町
は
死
の
世
界
。
人
通
り
も
な
く
、
た
だ
薄
暗

い
炭
鉱
の
町
。
炭
鉱
の
坑
口
で
大
勢
の
人
が 

助
か

っ
て
出
て
来
る
人
を
待
ち
ま
し
た
。
唯
一
人
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

私
は
生
ま
れ
て
間
も
な
く
、
伯
父
さ
ん
（
權
五
文

さ
ん
）
に
子
供
が
な
い
の
で
引
き
取
ら
れ
て
、
自
分

の
子
供
に
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
父
と
母
は
な
ん

の
抵
抗
も
出
来
ず
そ
の
ま
ま
、
伯
父
さ
ん
に
育
て
ら

れ
、
教
育
を
受
け
、
教
育
に
は
大
変
厳
し
い
人
で
、

毎
日
、
読
み
書
き
を
さ
せ
ら
れ
て
、
大
変
厳
し
く
育

て
ら
れ
ま
し
た
。 

あ
る
時
は
、
炭
鉱
の
事
務
所
に
若
い
坑
夫
を
連
れ

て
折
檻
を
す
る
の
を
大
勢
の
人
が
見
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
だ
が
伯
父
さ
ん
は
「
絶
対
に
見
る
な
」
と
言

っ
て
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
見
る
も
の
で
な
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

炭
鉱
の
事
故
で
二
人
が
（
父
と
伯
父
）
亡
く
な
っ

た
の
に
韓
国
か
ら
身
内
が
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
か

の
人
は
来
て
い
る
の
に
、
悔
し
い
淋
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
義
理
の
母
は
弟
が
来
て
家
財
道
具
全
部
持

っ
て
行
か
れ
、
義
母
と
大
喧
嘩
し
別
れ
ま
し
た
。
あ

の
時
の
寂
し
さ
は
い
ま
だ
に
忘
れ
ま
せ
ん
。 

 

私
は
一
九
四
四
年(

昭
和
一
九)

四
月
に
長
生
炭
鉱

（
第
二
坑
）
運
輸
課
に
入
社
、
検
炭
係
で
し
た
。
炭

鉱
は
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
八
月
一
五
日
終
戦
、

閉
山
し
ま
し
た
。 

わ
た
し
た
ち
は
炭
鉱
か
ら
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
家
が
見
つ
か
ら
ず
、
近
く
の
物
入
れ
小
屋
六
畳

間
ぐ
ら
い
の
茅
葺
の
小
屋
を
借
り
て
住
み
ま
し
た
。

母
一
人
妹
四
人
と
小
生
の
六
人
家
族
。
炭
鉱
以
外
な

に
も
知
ら
な
い
私
で
す
。 

※
福
井
栄
吉
さ
ん
は
正
確
な
記
憶
を
頼
り
に
、
一

か
月
以
上
費
や
し
、
詳
し
い
長
生
炭
鉱
坑
外
配

置
図
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 
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追
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上

げ
と
建
立
委
員
会
感
謝
会 

▽
三
月
二
三
日(

土)  

春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

（
※
４
頁
目 

報
告
参
照
） 

事
務
局
会
議 

▽
三
月
三
〇
日(

土)  

第
６
回
強
制
動
員 

真
相
究
明
全
国
研
究
集
会 

(

※
５
～
７
頁
目 

報
告
参
照) 

▽
四
月
一
八
日(

木)  

事
務
局
会
議 

▽
五
月
一
六
日(

木)  

事
務
局
会
議 

▽
五
月
二
六
日(

日)  

無
窮
花
の
会
総
会 

▽
五
月
二
八
日(

火)  

日
韓
平
和
コ
ン
サ
ー
ト 

手
伝
い 

▽
五
月
三
一
日(

金)  

李
熙
子
（
イ
・
ヒ
ジ
ャ
）

さ
ん
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

▽
六
月
一
三
日(

木)  

事
務
局
会
議 

▽
六
月
一
八
日(

火)  

対
宇
部
市
交
渉 
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第
６
回
強
制
動
員
真
相
究
明
全
国
研
究
集
会

に
参
加
し
て 

テ
ー
マ
「
強
制
動
員
真
相
究
明
の
到
達
点

と
今
後
の
課
題
」 

二
〇
一
三
年
三
月
三
〇
日
（
土
） 

東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス 

長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
歴
史
に
刻
む
会 

 

内
岡 

貞
雄 

 

【
は
じ
め
に
】 

 

韓
国
に
「
日
帝
強
占
下
強
制
動
員
被
害
真
相
糾
明

委
員
会
」（
以
下
、
真
相
糾
明
委
員
会
）
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
に
呼
応
し
、
日
本
で
も
飛
田
雄
一
さ
ん
、
内

海
愛
子
さ
ん
ら
を
共
同
代
表
と
す
る
「
強
制
動
員
真

相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
、
真
相
究
明
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
（
二
〇
〇
五
年
六
月
）
。

韓
国
の
真
相
糾
明
委
員
会
は
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六

年
に
か
け
て
「
長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故
に
関
す
る
真

相
調
査
」
を
実
施
し
て
以
降
、
私
た
ち
「
刻
む
会
」

と
も
深
い
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。（
調
査
委
員
は
、
当

時
調
査
３
課
、
現
在
支
援
委
員
会
調
査
１
課
長
の
許

光
茂
（
ホ
・
ク
ァ
ン
モ
）
さ
ん
た
ち
。
） 

昨
年
、「
刻
む
会
」
が
真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

団
体
加
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
年
三
月
に
開
催
さ

れ
た
第
６
回
全
国
研
究
集
会
で
「
長
生
炭
鉱
犠
牲
者

追
悼
碑
建
立
」
に
関
す
る
報
告
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
約
一
〇
〇
人
ほ
ど
で
し
た
。 

【
長
生
炭
鉱
の
報
告
】 

●
薜
道
述
（
ソ
ル
・
ド
ス
ル
）
さ
ん
の
証
言 

「
一
九
三
九
年
一
〇
月
、
二
一
歳
の
時
に
強
制
動

員
さ
れ
た
。
関
釜
連
絡
船
で
下
関
港
ま
で
行
き
、
宇

部
の
長
生
炭
鉱
ま
で
は
小
さ
な
石
炭
運
搬
船
で
運
ば

れ
た
。
海
岸
沿
い
の
四
棟
合
宿
所
は
大
き
な
板
塀
で

囲
ま
れ
、
食
堂
は
四
〇
〇
～
五
〇
〇
人
が
一
度
に
入

れ
る
大
き
さ
で
し
た
。
私
の
鉱
夫
番
号
は
『
２
２
２

７
』
で
、
す
で
に
二
〇
〇
〇
人
以
上
が
朝
鮮
半
島
か

ら
連
れ
て
来
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
（
実
際
は

鉱
夫
番
号
２
０
０
１
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
）
。
私
は

比
較
的
条
件
の
い
い
採
炭
場
所
を
確
保
で
き
た
の
で
、

出
来
高
も
ま
あ
ま
あ
で
し
た
。
で
も
、
毎
日
つ
ら
い

労
働
で
、
く
じ
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら
郷
里
の
父
や

母
、
家
族
の
こ
と
を
思
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
事
故

当
日
（
一
九
四
二
年
二
月
三
日
）
、
坑
口
付
近
は
怒
号

や
喧
噪
、
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
会
社
側
が

坑
口
を
塞
い
だ
の
は
、『
二
次
的
被
害
』
を
防
ぐ
た
め

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
・
・
・
。
」 

本
集
会
出
席
者
の
方
々
は
韓
国
調
査
委
員
の
許
光

茂
（
ホ
・
ク
ァ
ン
モ
）
さ
ん
を
よ
く
御
存
じ
で
し
た
。

ま
た
、
共
同
代
表
の
飛
田
雄
一
さ
ん
は
「
一
昨
年
（
二

〇
一
一
年
九
月
）
の
加
藤
登
紀
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
ま
し
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

【
研
究
集
会
の
報
告
か
ら
】 

●
竹
内
康
人
編
著
「
戦
時
朝
鮮
人
強
制
労
働
」
資
料

集
（
二
〇
〇
七
年 

神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
出
版

部
）
は
貴
重
な
デ
ー
タ
ー
が
満
載
！
竹
内
さ
ん
は
全

体
報
告
で
「
日
本
で
の
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
現

状
と
課
題
」
を
詳
細
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
調
査
活
動
に
圧
倒
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
同
資
料
に
は
死
亡
者
名
簿
一
覧
が
載
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｐ
一
八
七
～
Ｐ
一
九
〇
は
長
生
炭
鉱
を
は

じ
め
宇
部
の
炭
田
関
係
部
分
で
す
。
沖
ノ
山
炭
鉱
の

犠
牲
者
（
死
因
：
労
災
）
は
三
〇
名
う
ち
本
名
判
明

者
は
七
名
、
桜
山
炭
鉱
の
犠
牲
者
（
死
因
：
労
災
）

は
七
名
う
ち
本
名
判
明
者
は
４
名
で
す
。
長
生
炭
鉱

の
犠
牲
者
（
死
因
：
水
没
事
故
）
の
場
合
は
、
一
三

六
名
の
う
ち
本
名
判
明
者
は
一
二
三
名
で
あ
り
、「
刻

む
会
」
の
長
期
に
わ
た
る
取
り
組
み
や
韓
国
遺
族

会
・
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の
情
報
交
流
の
成
果
が

見
て
と
れ
ま
す
。
な
お
、
竹
内
康
人
さ
ん
に
は
長
生

長生炭鉱の報告を行なう筆者 
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炭
鉱
犠
牲
者
で
本
名
判
明
の
方
々
の
名
前
四
〇
名
を
、

先
日
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

 

●
活
動
報
告
は
以
下
の
９
レ
ポ
ー
ト
で
し
た
。 

○
奈
良
・
発
掘
す
る
会
（
高
野
眞
幸
さ
ん
） 

○
滋
賀
県
か
ら
（
河
か
お
る
さ
ん
） 

○
長
野
県
強
制
労
働
調
査
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

（
原
英
章
さ
ん
） 

○
強
制
労
働
被
害
者
補
償
立
法
を
め
ざ
す 

日
韓
共
同
行
動
（
矢
野
秀
喜
さ
ん
） 

○
浮
島
丸
事
件
（
青
柳
敦
子
さ
ん
） 

○
「
慰
安
婦
」
問
題
の
現
状
と
課
題 

（
梁
澄
子
さ
ん
） 

○
旧
日
本
海
軍
朝
鮮
人
軍
属
関
連
資
料
（
二
〇
〇

九
）
の
紹
介
（
沈
在
昱
さ
ん
） 

○
長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
歴
史
に
刻
む
会 

（
内
岡
貞
雄
） 

○
強
制
連
行
強
制
労
働
犠
牲
者
を
考
え
る
北
海
道

フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
殿
平
善
彦
さ
ん
、
以
下
北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
） 

こ
こ
で
は
、
北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
取
り
組
み
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
他
の
発
表
に
つ
い
て
は
事
務
局

に
各
レ
ジ
メ
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
一
報
く
だ
さ
い
） 

 

北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
立

ち
上
が
り
ま
し
た
（
「
刻
む
会
」
結
成
一
二
年
後
）
。

メ
ン
バ
ー
は
諸
団
体
所
属
の
日
本
人
、
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
、
中
国
人
有
志
が
、
遺
骨
を
遺
族
の
も
と
へ

返
還
し
よ
う
と
す
る
本
願
寺
札
幌
別
院
（
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
）
の
取
り
組
み
に
協
力
す
る
形
で
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
民
主
導
で

遺
骨
奉
還
を
行
な
っ
た
経
験
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
の
室
蘭
・
日
鉄
（
札
幌
の
南
南
西
三
〇
〇
キ

ロ
）
に
連
行
さ
れ
一
九
四
五
年
七
月
に
犠
牲
に
な
っ

た
三
人
の
朝
鮮
人
犠
牲
者
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
に

赤
平
（
札
幌
の
北
東
三
〇
〇
キ
ロ
）
で
死
亡
し
た
朝

鮮
人
犠
牲
者
の
遺
族
は
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
六

年
に
室
蘭
と
赤
平
を
訪
れ
て
遺
骨
に
対
面
し
ま
し
た
。

そ
の
折
は
、
ま
だ
日
本
政
府
と
企
業
に
よ
る
謝
罪
と

補
償
を
伴
っ
た
返
還
を
期
待
し
て
い
た
の
で
、
遺
族

た
ち
の
皆
さ
ん
は
遺
骨
を
保
持
し
て
帰
国
す
る
こ
と

は
断
念
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
に
な
っ

て
も
政
府
や
企
業
は
一
向
に
遺
骨
返
還
に
動
く
様
子

は
な
く
、
し
か
も
犠
牲
者
の
姉
が
病
気
で
寝
込
む
よ

う
に
な
り
、
犠
牲
と
な
っ
た
弟
の
遺
骨
を
迎
え
る
こ

と
な
く
命
を
終
え
る
心
配
も
出
て
き
た
の
で
す
。
そ

こ
で
北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
市
民
の
手
で
遺
骨
奉
還

を
計
画
し
、
韓
国
曹
渓
宗
奉
恩
寺
住
持
明
盡
師
の
協

力
を
得
て
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
八
日
に
、
北
海
道

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
赤
平
、
室
蘭
市
民
が
４
体
の
遺
骨
を

韓
国
の
遺
族
に
届
け
、
天
安
（
チ
ョ
ナ
ン
）
に
あ
る

望
郷
の
丘
に
安
置
、
埋
葬
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
市
民
運
動
内
部
や
韓
国
政
府
内
部
か
ら
批
判
的

な
意
見
も
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
日
本
政
府
の
責
任

に
お
い
て
遺
骨
返
還
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
、
市
民

主
導
に
よ
る
遺
骨
返
還
は
、
市
民
運
動
か
ら
の
政
府

に
よ
る
遺
骨
返
還
を
要
求
す
る
活
動
に
水
を
差
し
、

日
本
政
府
に
返
還
に
動
か
な
い
口
実
を
与
え
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
で
し
た
。
北
海
道
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
強
制
連
行
犠
牲
者
の
遺
骨
返
還
が
、
日
本

の
戦
後
補
償
の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ

と
だ
が
、
日
本
政
府
の
責
任
に
お
い
て
の
み
実
現
す

べ
き
課
題
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
も
遺
骨
は
犠
牲
者
の
親
族
、
友
人
や
民
団
な
ど
の

手
に
よ
っ
て
返
還
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
市
民
運

動
が
捧
持
し
た
例
も
あ
る
か
ら
で
す
。
要
す
る
に
遺

骨
奉
還
の
意
味
は
、
遺
族
の
犠
牲
者
へ
の
思
い
に
応

え
る
追
悼
の
側
面
が
大
き
い
の
で
あ
り
、
宗
教
者
や

市
民
の
心
の
こ
も
っ
た
奉
還
は
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史

和
解
を
実
現
す
る
う
え
で
大
切
な
取
り
組
み
で
は
な

い
か
と
と
ら
え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
北
海
道
フ
ォ

全体報告を行なう竹内康人さん 
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ー
ラ
ム
の
二
〇
〇
八
年
奉
還
に
際
し
て
、
日
本
政
府

に
参
画
を
求
め
て
、
外
務
副
大
臣
、
北
海
道
知
事
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
よ
こ
し
、
新
日
鉄
製
鉄
室
蘭
営
業
所

か
ら
は
花
輪
と
追
弔
金
が
遺
族
の
も
と
に
届
け
ら
れ

た
の
で
す
。 

日
本
政
府
や
責
任
を
負
う
べ
き
企
業
が
遺
骨
返
還

に
動
こ
う
と
し
な
い
今
日
、
彼
ら
の
責
任
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、
市
民
や
宗
教
界
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
発
揮
し
、
遺
骨
奉
還
を
実
現
す
る
方
策
を
考
え
る

こ
と
も
、
一
方
で
は
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。 

【
お
わ
り
に
】 

 

今
回
の
第
６
回
全
国
研
究
集
会
で
多
く
の
市
民
団

体
の
皆
さ
ん
と
「
出
会
う
」
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
刻
む
会
」
と
し
て
自
立
し
た
取
り
組
み
を
行
な
い

な
が
ら
、
他
団
体
と
の
連
携
・
連
帯
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
長
生
炭
鉱
衰

水
没
事
故
犠
牲
者
の
遺
骨
や
遺
品
収
集
に
到
る
道
は

遠
く
霞
ん
で
い
ま
す
が
、
し
か
し
そ
こ
に
向
か
っ
て

確
実
に
一
歩
一
歩
前
進
す
る
た
め
に
「
何
を
な
す
べ

き
か
」
、
私
た
ち
は
共
通
理
解
を
深
め
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
今
後
も
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

  

春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
終
え
て 

― 

今
年
も
地
元
に
住
ん
で
い
た
方
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た 

― 

長
生
炭
鉱
の
〝
水
非
常
〟
を
歴
史
に
刻
む
会 

 

内
岡
貞
雄 

  

第
二
回
の
春
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
三
月

二
三
日
（
土
）
一
〇
時
か
ら
行
な
い
ま
し
た
。 

長
生
炭
鉱
追
悼
碑
建
立
地
→
江
頭
川
→
新
浦

炭
鉱
（
長
生
炭
鉱
第
二
坑
）
→
炭
住
社
宅
（
浜

中
集
会
所
付
近
に
火
葬
場
）
→
朝
鮮
人
合
宿
所

→
炭
住
社
宅
（
海
岸
に
直
角
方
向
へ
社
宅
長
屋

が
三
棟
、
七
～
八
列
）
→
会
社
事
務
所
・「
殉
難

者
之
碑
」
→
本
坑
口
→
ピ
ー
ヤ
の
見
え
る
海
岸

な
ど
を
歩
き
ま
し
た
。
例
年
よ
り
ず
い
ぶ
ん
と

早
い
桜
の
満
開
時
期
で
、
暖
か
い
春
の
陽
ざ
し

を
一
杯
に
浴
び
な
が
ら
廻
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
二
六
名
で
、
子
ど
も
た
ち
が
二
名
と
少
な
い

の
は
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。 

反
省
点
と
し
て
、
①
終
了
時
間
が
オ
ー
バ
ー

し
た
の
で
予
定
時
間
を
守
っ
た
方
が
よ
い
。
②

子
ど
も
た
ち
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
が
、
予
定

通
り
子
ど
も
中
心
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。
③
追
悼
碑
建
立
地
の
ス

タ
ー
ト
は
紙
芝
居
か
簡
単
な
長
生
炭
鉱
水
没
事

故
の
説
明
等
が
あ
っ
た
方
が
い
い
、
等
々
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
三
月
に
向
け

て
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
地
元
新

浦
地
区
で
生
活
さ
れ
て
い
た
方
の
参
加
が
あ
り
、

朝
鮮
人
寮
西
の
炭
鉱
社
宅
の
配
置
の
様
子
、
火

葬
場
、
小
さ
な
工
場
が
操
業
し
て
い
た
こ
と
等

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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韓 
国 

の
炭 

鉱 

施 

設 

を 

訪 

ね 

て 

山
田
健
一 

  

一
九
四
二
年
二
月
の
太
平
洋
戦
争
中
、
山
口
県

宇
部
市
の
長
生
炭
鉱
で
水
没
事
故
が
発
生
し
た
。

水
没
事
故
か
ら
七
一
年
目
に
よ
う
や
く
歴
史
を
刻

む
会
の
念
願
か
な
っ
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
追
悼
碑
が
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
床
波
漁
港
近
く

に
完
成
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
次
の
追
悼
作
業
と

な
る
「
海
底
坑
道
に
眠
る
犠
牲
者
の
遺
骨
収
拾
」

の
計
画
案
作
成
へ
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
。
計
画

案
を
作
成
し
て
い
く
中
で
、
計
画
案
を
実
現
性
あ

る
も
の
す
る
に
は
、
炭
鉱
の
実
設
備
を
調
査
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
我
が
国
で
は
現
在
稼
働
中
の
炭
鉱
が

極
め
て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
廃
坑
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
海
外
に
稼
働
中
の
炭
鉱
を
捜
し
た
と

こ
ろ
、
隣
の
国
、
韓
国
在
住
の
友
人
よ
り
現
役
炭

鉱
が
あ
る
と
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
現
役
炭
鉱
の
訪
問
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

訪
問
は
二
〇
一
三
年
三
、
五
月
の
二
回
に
わ
た
り

行
い
、
一
回
目
は
韓
国
東
北
部
の
休
戦
ラ
イ
ン
に

接
す
る
江
原
道
（
カ
ン
ウ
ォ
ン
ド
）・
太
白
（
テ
ベ

ク
）
地
区
の
炭
鉱
施
設
で
、
二
回
目
は
韓
国
南
西

部
に
位
置
し
民
主
化
運
動
で
有
名
な
光
州
広
域
市

の
和
順
（
フ
ァ
ス
ン
）
郡
の
炭
鉱
施
設
で
あ
る
。 

 

今
回
、
訪
問
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
２
つ
を
具

体
的
な
目
的
と
し
た
。 

（
１
） 

現
在
稼
働
中
の
炭
鉱
施
設
を
見
学
す
る

こ
と
に
よ
り
、
〝
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
遺

骨
収
拾
Ｆ
／
Ｓ
（
実
現
化
検
討
）
〟
を
イ

メ
ー
ジ
化
す
る
。 

（
２
） 

炭
鉱
訪
問
の
過
程
で
、
現
場
の
方
々
よ
り

右
記
の
Ｆ
／
Ｓ
に
つ
い
て
助
言
を
頂
く
。 

 

一
．
太
白
地
区 

 

 

こ
こ
で
訪
問
し
た
の
は
、
稼
動
中
の
炭
鉱
四
カ

所
、
炭
鉱
は
閉
山
さ
れ
た
も
の
の
跡
地
が
公
園
や

博
物
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
２
カ
所
、
お
よ

び
廃
坑
と
な
っ
た
六
カ
所
の
計
一
二
カ
所
で
あ
る
。

な
お
、
稼
動
中
の
炭
鉱
の
う
ち
国
営
炭
鉱
の
三
カ

所
で
は
施
設
見
学
に
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
外
部
か

ら
の
見
学
に
と
ど
ま
っ
た
。 

稼
動
中
の
炭
鉱
と
し
て
、
民
営
の
江
原
（
カ
ン

ウ
ォ
ン
）
炭
鉱
（
図
⒋
、
⒌
）
で
は
入
構
が
快
諾

さ
れ
た
。
訪
問
し
た
日
が
た
ま
た
ま
土
曜
の
休
日

で
あ
っ
た
た
め
に
石
炭
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
の
往
来
が

な
く
、
我
々
の
安
全
が
判
断
さ
れ
た
た
め
許
可
を

い
た
だ
い
た
。
こ
の
時
の
現
場
作
業
の
困
難
性
に

関
わ
る
ご
説
明
が
、
長
生
炭
鉱
で
遺
骨
収
拾
Ｆ
／

Ｓ
作
業
を
進
め
て
い
く
上
で
大
変
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
図
⒋
正
面

に
写
っ
て
い
る
水
平
坑
道
の
掘
進
作
業
時
の
多
量

な
湧
水
に
よ
る
衝
撃
等
の
影
響
と
そ
れ
に
対
す
る

対
策
な
ど
で
あ
る
。 

 

 
 

 

  
 

 

図⒈ 現在稼働中の国営長省（チャンソン）      

  炭鉱、竪坑巻揚機櫓 

図⒉ 炭鉱体験公園内ある廃坑ハムテ炭 

  鉱の竪坑坑口 
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ニ
．
和
順
地
区 

こ
こ
和
順
は
、
か
つ
て
は
約
三
五
カ
所
の
炭
鉱

の
操
業
に
よ
り
湖
南
炭
田
と
言
わ
れ
て
い
た
地
域

で
、
現
在
、
稼
働
し
て
い
る
炭
鉱
は
国
営
の
和
順

鉱
業
所
の
み
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
頃
か
ら
開
発

さ
れ
た
和
順
鉱
業
所
は
無
煙
炭
を
産
出
す
る
炭
鉱

で
、
一
九
三
四
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
ま

で
は
日
本
の
財
閥
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
経
営
さ
れ
て

い
た
。
現
在
の
全
従
業
員
は
六
〇
〇
名
、
勤
務
形

態
は
八
時
間
の
二
交
代
制
で
、
出
炭
量
は
二
四
万

ト
ン
／
年
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

和
順
鉱
業
所
は
国
営
炭
鉱
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
太
白
の
場
合
と
は
異
な
り
、
地
質
開
発
課

長
に
よ
る
丁
寧
な
ご
案
内
と
説
明
を
頂
く
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
、（
株
）
バ
イ
オ
和
順
社
の
ご
尽

力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
図
⒏
か
ら
図
⒒
に
、

和
順
鉱
業
所
の
主
な
炭
鉱
施
設
を
示
し
た
。
と
く

に
、
図
⒑
は
入
気
坑
道
の
坑
口
、
図
⒒
は
排
気
専

用
の
坑
道
で
、
長
生
炭
鉱
で
は
ピ
ー
ヤ
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。
開
発
当
初
、
こ
れ
ら
入
排
気
坑

は
自
然
通
気
と
し
て
設
置
さ
れ
た
そ
う
で
、
こ
の

点
は
長
生
炭
鉱
の
場
合
の
ピ
ー
ヤ
と
共
通
性
が
あ

る
。 ま

た
、
前
記
の
課
長
よ
り
、「
海
底
炭
鉱
の
経
験

は
無
い
も
の
の
」
と
の
前
置
の
う
え
で
、
我
が
国

の
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
に
関
し
次
の
よ
う
な
助
言

を
頂
い
た
。 

 

（
１
） 

水
没
後
の
坑
内
で
海
水
の
更
新
が
無

け
れ
ば
酸
素
の
供
給
も
無
い
の
で
、
予

想
に
反
し
て
、
遺
体
等
は
傷
ん
で
い
な

い
か
も
知
れ
な
い
。 

（
２
） 

当
時
の
坑
道
の
枠
組
は
鋼
鉄
で
は
な

く
材
木
で
創
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か

ら
、
木
材
は
鋼
鉄
に
較
べ
剛
性
が
無
く

図⒊ 正面のエレベーター状の構造物は

ハテム炭鉱竪坑を上下していたケ

ージ 

図⒋ 坑口正面の左側で地上を走って

いる鋼管は通風管である。通風

管の下にある側溝からは、多量

の坑内排水が流出していた。 

図⒌ 江原炭鉱で見受けた坑木 

図⒍ 支保形式がコンクリートまき

の廃坑ハテム斜坑 
図⒎ 支保形式が鋼製アーチ枠の廃坑 

上徳（サンドク）炭鉱 
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出
水
に
よ
る
坑
道
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大

き
く
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
壊
滅
的
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

（
３
） 
炭
鉱
で
は
、
排
水
ポ
ン
プ
設
備
は
人
命

を
左
右
す
る
重
要
な
装
置
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
和
順
鉱
業
所
で
の
排
水

ポ
ン
プ
設
備
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い

た
だ
い
た
。 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
助
言
を
も
と
に
、
我
が
国

の
長
生
炭
鉱
で
か
つ
て
設
置
さ
れ
て
い
た
ポ
ン
プ

排
水
設
備
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
図
⒓
は
、

長
生
炭
鉱
の
断
面
構
造
お
よ
び
排
水
系
統
設
備
を

示
し
た
想
像
図
で
あ
る
。
坑
内
の
各
箇
所
で
湧
き

出
て
い
た
水
は
、
陸
側
に
向
け
て
勾
配
を
付
け
た

坑
道
の
側
溝
で
自
然
流
下
さ
せ
て
坑
道
の
最
低
部

に
位
置
す
る
ポ
ン
プ
釜
場
の
一
カ
所
ま
で
集
め
ら

れ
、
ピ
ー
ヤ
を
経
由
し
て
坑
外
へ
揚
水
さ
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
自
然
流
水
排
水
法
は
、

一
見
、
設
備
構
成
が
簡
素
で
優
れ
た
方
法
に
思
え

る
。
し
か
し
、
図
⒓
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
沖
側

へ
坑
道
を
掘
進
し
て
行
く
に
従
っ
て
、
坑
道
と
海

底
間
の
地
層
厚
み
は
薄
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
海
底
と
坑
道
間
の
地
層
の
地
耐

力
の
低
減
を
意
味
し
、
海
底
炭
鉱
の
長
生
炭
鉱
に

と
っ
て
、
致
命
的
な
構
造
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
た
。 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

お
わ
り
に 

 

今
回
の
二
度
に
わ
た
る
韓
国
の
炭
鉱
訪
問
で

得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た

遺
骨
収
拾
Ｆ
／
Ｓ
仕
様
書
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
仕
様
書
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
関

係
者
の
方
々
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

今
後
の
予
定
と
し
て
、
韓
国
の
炭
鉱
の
訪
問
を

重
ね
て
、
特
に
坑
道
内
施
設
の
技
術
知
識
を
習
得

し
、
上
記
仕
様
書
内
容
の
深
化
と
補
完
を
図
っ
て

行
こ
う
と
考
え
て
い
る
。 

図⒏ 人道・資材搬入坑道坑口 図⒑ 換気用入気坑道 

図⒓  長生炭鉱の自然流水排水法 

 
 

坑口 

  

 

海底 

▼ 海面 

地層 
坑道 

ピーヤ 

排水ポンプ 

坑内排水 
P 

図 9. 運炭専用坑道 

図 9. 運炭専用坑道 

図⒐ 運炭専用坑道 

図⒒ 換気用排気坑道 
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「
刻
む
会
」
の
組
織
化
に
つ
い
て 

 

事
務
局
長 

小
畑
太
作 

  

７１
周
年
の
追
悼
集
会
を
終
え
て
、
す
な
わ
ち
念
願

の
追
悼
碑
除
幕
を
終
え
て
２
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た

事
務
局
会
議
は
、
今
後
、
新
た
な
方
策
を
策
定
す
る

と
共
に
そ
れ
を
担
っ
て
い
く
体
の
再
構
築
、
つ
ま
り

組
織
化
の
必
要
を
確
認
し
た
。
し
か
し
実
は
こ
の
組

織
化
の
課
題
は
、
追
悼
碑
建
立
以
前
よ
り
、
毎
回
の

事
務
局
会
議
に
お
い
て
議
事
に
は
上
げ
て
い
た
も
の

の
、
目
下
の
課
題
で
あ
る
追
悼
碑
に
関
し
て
時
間
を

割
か
ざ
る
を
得
ず
、
建
立
が
果
た
さ
れ
る
時
ま
で
取

り
扱
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
。
結
果

と
し
て
、
追
悼
碑
建
立
時
点
で
現
れ
て
い
た
最
も
顕

著
な
問
題
は
、
追
悼
碑
の
土
地
が
個
人
名
義
の
ま
ま

と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、「
刻
む
会
」
は
そ

れ
を
持
ち
た
く
と
も
、
体
が
な
く
、
従
っ
て
持
つ
手

も
な
い
の
で
あ
る
。 

 

土
地
、
す
な
わ
ち
財
産
を
所
有
す
る
に
は
、
理
想

論
だ
け
で
は
通
じ
な
い
現
実
問
題
と
し
て
の
法
律
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
法
律
が
認
め
る
と
こ
ろ
の
何
ら
か

の
人
格
（
法
人
）
と
な
ら
な
け
れ
ば
、「
刻
む
会
」
に

は
持
つ
手
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
時
に
、
所

有
し
て
い
る
個
人
も
、
そ
の
相
続
権
者
も
、
い
つ
ま

で
も
そ
の
土
地
を
気
前
よ
く
「
刻
む
会
」
に
提
供
し

続
け
る
と
い
う
保
証
が
な
い
と
す
れ
ば
、
「
刻
む
会
」

は
実
際
公
有
の
そ
の
財
産
を
危
険
に
曝
し
て
い
る
と

の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
こ
と
に
も
な
る
。 

 

こ
の
財
産
所
有
の
問
題
に
つ
い
て
、「
刻
む
会
」
が

出
し
た
一
つ
の
結
論
は
、
長
年
事
務
局
を
置
い
て
き

た
緑
橋
教
会
へ
土
地
を
寄
贈
す
る
と
共
に
、「
合
意
書
」

を
取
り
交
わ
し
て
そ
の
管
理
責
任
は
「
刻
む
会
」
に

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
事
を
巡
っ
て
緑
橋
教
会
と
協
議
す
る
中
で
「
刻

む
会
」
の
主
体
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
浮
上
し
た
。

す
な
わ
ち
、
財
産
所
有
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
お

い
て
改
め
て
組
織
化
そ
の
も
の
の
問
題
が
浮
上
し
た

形
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
、
組
織
化
が
か
ね
て
か
ら
議
事
に
上
げ

ら
れ
て
い
た
わ
け
は
、
財
産
所
有
の
課
題
の
解
決
の

他
に
、「
活
動
を
よ
り
拡
げ
て
い
く
た
め
新
た
な
参
加

者
へ
の
道
筋
を
明
確
に
す
る
た
め
」「
丁
寧
且
つ
必
要

に
応
じ
て
迅
速
な
意
思
決
定
を
行
う
た
め
」「
意
思
決

定
を
行
う
人
々
の
民
主
的
な
選
任
の
た
め
」
等
の
目

的
が
あ
っ
た
が
、
財
産
所
有
に
つ
い
て
、
緑
橋
教
会

と
の
協
議
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
組
織
化

そ
の
も
の
の
課
題
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
独
自
の
法
人
格
を
取
得
す
る

と
な
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、「
規
則
（
案
）
」「
合
意
書
（
案
）
」

の
作
成
ま
で
進
ん
で
い
る
が
、
今
し
ば
ら
く
こ
れ
ら

の
検
討
と
協
議
を
重
ね
る
段
階
に
あ
る
。
一
つ
に
は
、

勿
論
、
不
慣
れ
な
条
文
の
検
討
と
言
う
こ
と
が
あ
る

が
、
も
う
一
つ
に
は
、
そ
れ
以
前
に
、
実
の
と
こ
ろ

現
在
の
「
刻
む
会
」
事
務
局
内
部
に
は
ま
だ
組
織
化

へ
踏
み
出
す
事
へ
の
躊
躇
も
あ
り
、
ま
た
ど
の
程
度

の
体
と
す
る
か
に
つ
い
て
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
丁

寧
な
議
論
を
重
ね
て
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

う
。 

 

こ
れ
ま
で
ご
支
援
下
さ
っ
た
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

も
是
非
と
も
伺
い
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
が
保

証
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
組
織
化
の
問
題
そ
の
も

の
が
あ
る
。
が
、
逆
に
、
い
つ
で
も
自
由
に
言
え
る

と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
確
か
に
一
長
一
短
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
新
た
な
段
階
へ
、
新
た
な
決
意
を

持
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 

昨年から春と夏、年に２回のフィールドワー

クを開催しています。 

春は春休み期間に開催します。さわやかな春

の日差しの中、子ども達と一緒に、文字通り

跡地を巡って歩きます。 

夏は夏休み期間に開催します。近年の酷暑の

中では外での開催は厳しく、室内での企画を

中心に、追悼碑、ピーヤへの献花を行います。

子ども達への夏休み中の平和教育として、有

意義な企画となっています。 

ぜひ一度、皆様もご参加ください。 
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★「長生炭鉱水没事故犠牲者追悼碑建立募金」会計報告（2013年2月22日〜4月12日） 

 （円） 

収  入 支  出 

科目 期間実績 累計 備考 科目 期間実績 累計 備考 
カンパ 2,034,000 16,860,809  事務費 0 275,595  

物販 0 258,200  委員会費 0 7,140  

雑収入 0 13,281  土地管理費 609 2,602  

コンサート 0 769,037 加藤登紀子 雑支出 330 71,670 手数料等 

借入金 -2,400,000 0  建立費 0 12,189,130  

繰入金  1,430,000  繰出金 0 1,444,870 刻む会会計へ 

    税金 0 283,735 固定資産税 

    小 計 939 14,274,742  

    残 高 -366,939 5,056,585  

合 計 -366,000 19,331,327  合 計 -366,000 19,331,327  

カンパ内訳（個人）太田道子 川端安子 木村道江 佐々木明美 島敞史 山内弘恵 
     （団体）日本基督教団隠岐教会 日本基督教団廿日市教会 

★「刻む会活動費」会計報告（2013年2月22日〜4月12日） 

                   （円） 

収  入 支  出 

科目 期間実績 累計 備考 科目 期間実績 累計 備考 

カンパ 29,000 249,727  繰出金 0 5,996 会計処理 

物販 10,500 11,500  事務費 13,903 485,813  

繰入金 0 2,496,814  活動費 40,000 1,864,397  

雑収入 0 15,200  追悼集会 0 1,612,101  

    フィールドワーク 0 14,433  

    その他活動 40,000 237,863 派遣費用等 

    交流費 5,000 5,000 団体会費 

    雑支出 630 6,854 手数料等 

    小 計 99,533 2,368,060  

    残 高 -60,033 405,181  

合 計 39,500 2,773,241  合 計 39,500 2,773,241  

カンパ内訳（個人）石谷忠之 藤本明美  （団体）日本基督教団東西中国教区課題共有研修会 

以上は追悼碑建立募金開始から建立までの全累計会計です。追悼碑建立に伴い、上記の二つの会
計は終了し、以下の新たな会計に引き継ぎました。またその際に、残高より 5,259,766 円を別途
特別会計として積み立てることとしました。 

★「刻む会」会計報告（2013年4月13日〜5月31日） 

                  （円） 

収  入 支  出 

科目 期間実績 累計 備考 科目 期間実績 累計 備考 
繰越金 200,000 200,000  事務費 0 0  

カンパ 50,000 50,000  広報費 53,905 53,905  

物販 0 0  追悼碑管理費 1,784 1,784  

雑収入 0 0  活動費 0 0  

    税金 53,449 53,449 固定資産税 

    小 計 109,138 109,138  

    残 高 140,862 140,862  

合 計 250,000 250,000  合 計 250,000 250,000  

カンパ内訳）足立龍枝 田崎敏孝 山下睦子 

これまでのお支えに心より感謝します。今後とも何卒よろしくお願いいたします。 
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宇
部
日
報 

２
０
１
３
年
２
月
１
４
日
掲
載 

 

エ
ッ
セ
イ 

ア
ボ
ジ
は
海
の
底
に 

広
島 

友
好 

 

朗
読
劇
『
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
』。 

 

長
生
炭
鉱
の
「
水
非
常
」
を
描
い
た
作
品
だ
。 

 

昨
年
六
月
、「
長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
か

ら
脚
本
依
頼
が
あ
っ
た
。 

 

一
九
四
二(

昭
和
一
七)

年
二
月
三
日
早
朝
、
宇
部
市
床
波

(

長
生)

の
海
底
炭
鉱
で
起
き
た
水
非
常(
水
没
事
故)

は
、
一
八

三
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
そ
の
う
ち
の
約
七
割
、
一
三
七

人
が
朝
鮮
人
炭
坑
夫
だ
っ
た
。戦
時
体
制
の
日
本
が「
募
集
」

と
い
う
名
の
強
制
連
行
で
朝
鮮
か
ら
連
れ
て
き
た
男
た
ち
で

あ
る
。 

 

宇
部
に
住
む
物
書
き
と
し
て
、
い
つ
か
は
こ
の
悲
劇
を
芝

居
に
と
思
っ
て
い
た
。「
水
非
常
」
に
向
き
合
う
こ
と
は
、
日

本
の
劇
作
家
の
責
務
で
あ
る
。 

 

芝
居
を
書
く
上
で
難
し
か
っ
た
の
は
、
話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
が
見
る
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
。
最
後
に
は
水
非

常
が
起
き
て
、
炭
坑
夫
た
ち
は
犠
牲
と
な
る
。
こ
の
結
末
に

向
か
っ
て
芝
居
は
進
む
。 

 

し
か
し
、
話
の
大
筋
は
変
え
ら
れ
な
い
。 

 

そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
主
人
公
の
設
定
だ
。 

 

床
波
の
海
に
は
今
で
も
二
本
の
ピ
ー
ヤ
が
海
か
ら
突
き
出

て
い
る
。
こ
れ
は
長
生
炭
鉱
の
排
気
・
排
水
筒
で
あ
る
。
こ

の
二
本
の
ピ
ー
ヤ
を
、
犠
牲
と
な
っ
た
二
人
の
朝
鮮
人
炭
坑

夫
に
見
立
て
た
。 

 

一
人
は
家
族
思
い
の
若
い
ア
ボ
ジ
（
お
と
う
さ
ん
）。
も
う

一
人
は
そ
の
親
友
で
、
熱
い
心
と
民
族
の
誇
り
を
胸
に
持
っ

た
青
年
。 

 

今
は
ピ
ー
ヤ
と
な
っ
た
二
人
が
、
長
生
炭
鉱
で
の
過
酷
な

日
々
を
思
い
出
す
。
狭
い
、
暗
い
坑
道
内
で
の
一
日
一
二
時

間
の
労
働
。
着
た
切
り
の
ボ
ロ
作
業
着
。
麦
入
り
飯
に
わ
ず

か
な
お
か
ず
。
高
い
塀
で
囲
ま
れ
た
タ
コ
部
屋
の
よ
う
な
寮

で
の
集
団
生
活
。
そ
し
て
、
日
本
の
国
策
に
よ
る
石
炭
増
産

と
安
全
軽
視
の
た
め
に
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
水
非
常

―
―
。 

 

主
人
公
が
決
ま
り
、
物
語
が
動
き
出
す
。
あ
と
は
心
を
込

め
て
書
く
だ
け
だ
っ
た
。 

 

さ
て
、
脚
本
を
舞
台
化
す
る
た
め
に
は
多
く
の
人
の
協
力

が
要
る
。 

 

今
回
は
、
全
犠
牲
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
慰
霊
碑
の
完
成

を
記
念
し
た
追
悼
集
会
で
の
上
演
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
ぜ

ひ
と
も
成
功
を
と
、
宇
部
の
劇
団
人
を
中
心
に
、
一
〇
代
の

女
の
子
か
ら
七
〇
代
の
女
性
ま
で
、
皆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集

ま
っ
て
く
れ
た
。 

 

中
で
も
、
若
い
男
性
の
参
加
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
長
生

炭
鉱
の
犠
牲
者
は
二
〇
代
・
三
〇
代
の
若
い
炭
坑
夫
が
多
い

の
だ
。
特
に
主
人
公
二
人
は
若
い
男
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。そ
れ
が
運
良
く
、ぴ
っ
た
り
の
配
役
に
恵
ま
れ
た
。

稽
古
も
熱
心
。
日
増
し
に
い
い
芝
居
に
な
る
予
感
が
し
た
。 

 

さ
て
さ
て
、
慌
し
い
稽
古
期
間
を
過
ぎ
、
本
番
の
日
と
な

っ
た
。
ご
遺
族
二
〇
人
が
見
守
ら
れ
る
中
、
幕
が
上
が
る
。

芝
居
は
熱
演
。
荒
さ
も
目
立
っ
た
が
、
心
は
十
二
分
に
こ
も

っ
て
い
た
。
台
本
を
持
っ
て
の
朗
読
劇
だ
が
、
退
屈
に
な
ら

ぬ
よ
う
動
き
も
あ
る
。
迫
力
満
点
。 

 

わ
た
し
は
こ
の
芝
居
に
覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
だ
。
遺
族
の

心
を
打
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
日
本
人
の

心
に
も
響
か
な
く
て
は
。
劇
中
に
、「
天
皇
制
批
判
」
も
出
て

く
る
の
で
、
叩
（
た
た
）
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

う
い
っ
た
覚
悟
。 

 

芝
居
で
わ
た
し
は
長
生
炭
鉱
の
社
長
を
演
じ
た
。
炭
鉱
の

増
産
を
命
じ
る
場
面
で
は
、
遺
族
の
錐
の
よ
う
な
突
き
刺
す

視
線
を
感
じ
た
。
こ
ん
な
「
痛
い
」
演
技
経
験
は
初
め
て
だ

っ
た
。 

 

そ
し
て
芝
居
は
つ
い
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
水
非
常
の
場

面
へ
。 

「
地
獄
が
ほ
け
た
！
」 

 

と
炭
坑
夫
た
ち
が
叫
ぶ
。
海
の
底
に
沈
む
男
た
ち
に
、
家

族
た
ち
の
ア
イ
ゴ
ー
の
声
が
哀
し
く
響
く
。
波
の
音
が
そ
の

声
さ
え
も
飲
み
こ
ん
で
い
く
。
そ
し
て
歳
月
は
無
情
に
流
れ

… 

 

幕
が
下
り
る
。
会
場
は
熱
い
拍
手
に
包
ま
れ
た
。 

 

そ
の
夜
の
祝
賀
会
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が
握
手
を
求
め
に

や
っ
て
こ
ら
れ
た
。
口
々
に
「
よ
か
っ
た
」「
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
た
。
中
で
も
、
社
長
役
の

わ
た
し
を
痛
い
ほ
ど
睨
（
に
ら
）
ん
で
い
た
、
犠
牲
者
の
ひ

孫
の
若
い
女
性
か
ら
、 

「
本
当
に
よ
か
っ
た
、
あ
り
が
と
う
」 

 

と
素
敵
な
笑
顔
で
声
を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
、
心
底
ホ
ッ

と
し
た
。
苦
労
が
報
わ
れ
た
。 

 

い
や
い
や
。 

 

わ
た
し
の
そ
れ
な
ど
、
苦
労
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。

海
の
底
の
人
た
ち
に
比
べ
れ
ば
。
遺
骨
は
ま
だ
ほ
り
出
さ
れ

て
い
な
い
。 

「
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
」
に
い
る
…
。 

     

熱演する広島友好さん 


